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令和６年３月３１日まで　９：００～２０：００ 

令和６年４月１日から 

９：００～１９：００ 

令和６年３月３１日まで　１０：００～１８：００ 

令和６年４月１日から 
平日及び１１月から３月までの土日祝日 

１０：００～１７：００ 
４月から１０月までの土日祝日 

１０：００～１８：００ 

　三木家に伝わる武者人形や甲冑飾りなど五月

人形を展示します。 

会　　期　４月２７日（土）～５月２６日（日） 

　　　　　＊三木家住宅の公開は土日祝日のみ。 

公開時間　９：００～１６：３０（入館は１６：００まで） 

（社会教育課） 

「
五
月
人
形
展
」 

入
館
無
料 

三
木
家
住
宅 

前期 ４月１９日（金）～２１日（日） 

後期 ５月１７日（金）～１９日（日） 

福崎町観光交流センターの 
開館時間変更について 

　この夏、福崎町をガジロウパフェで彩りません
か？カッパ薫る涼やかなパフェ、待っています！ 
対　象　福崎町内でパフェを提供できる事業者 
表　彰　グランプリ１点、準グランプリ２点 
　　　　（特典：表彰と記念品） 
条　件　・・ガジロウの形態をした、

もしくはガジロウをイ
メージしたパフェであ
ること。 
・アイスクリームを使用
していること。 
・夏休み期間中（令和６
年７月～８月）に商品
として販売すること。 
・販売価格が税込２,０００円以内であるこ
と。 

※応募方法等は町ホームページをご覧ください。 
問い合わせ先　地域振興課（内線３９１） 

受付期間　5月31日（金）まで 

ガジロウパフェコンテスト 
※事業者対象 ガジロウ生誕１０周年記念 

グランプリの店は
ガジロウが一日
店員として出向！ 

　丹精込めて作ったお庭です。お誘い合わせの上、
ぜひご来場ください。 
☆こちらのＱＲコードからガイド 
　マップを見ることができます 

 
○尾上定信宅（南大貫）　○上延博昭宅（　川） 
○登録文化財旧小國家･山田威史宅（山崎） 

 
○　岡徹三宅（田尻）　　○　岡陽一宅（田尻） 
○テルミローズジャルダン・藤本照美宅（南大貫） 
○古民家カフェゆう庵・谷岡裕子宅（南大貫） 
○澤田芳昭宅（南大貫） 
問い合わせ先　文化センター（コミュニティ推進専門員） 

２ 



行事予定（４月１３日～５月１日） 

月 

４ 

４ 

５ 

日 

１３ 

２７ 

１ 

土 おはなし会 

えほんのじかん 

子ども映画会「おしりたんてい 
ププッ　とけいとうのぼうれい」 

土 

水 

１１：００ 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 時間 行　　事 

☆５月２日（第１木曜日）は資料整理のため休館 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

３ 

　福崎町内の花壇などのお世話をしているボラン
ティアの活動予定（４／１９～５／１９）をお知らせ
します。ぜひボランティア活動にご参加くださ
い。 
福崎町ココロンクラブ 
　４月２７日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　５月１日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
　５月１５日（水）９：００～　元ＪＡ八千種花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書9冊 
「水脈」　　　　　　　　伊岡　　瞬 
「江戸咎人逃亡伝」　　　伊東　　潤 

保存期間の過ぎた雑誌などを無料で配布します。 
　＊図書館利用カードをお持ちください。 
　＊１人１日１０冊まで 

“福崎町ココロンクラブ”会員募集 
　福崎町ココロンクラブは、ボランティア活動

をとおして地域づくり・環境づくりを実行して

いるグループです。 

　活動は月に一度、役場や　川周辺道路の街路

樹下の維持管理を行うほか、外部研修も行って

います。 

　情報交換や交流の場として楽しい時間となっ

ています。ぜひご参加ください。 

活動日時　毎月第４土曜日　９：００～１１：００ 

場　　所　役場周辺道路 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

（コミュニティ推進専門員） 

第42回 福崎町美術展 作品募集 
　本年も作品の募集をしますので、み 

なさんお誘いあわせの上、ふるってご 

出品ください。 

会　　期　６月７日（金）～９日（日） 

　　　　　９：００～１７：００（９日は１５：００まで） 

会　　場　エルデホール 

作品搬入　６月１日（土）９：００～１６：００ 

部　　門　日本画、洋画、書、写真、彫塑工芸 

問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

文化センター行事予定（4/15～5/14） 

園　芸　部 
史　学　部 
舞　踊　部 
健康科学部 

上記以外の神崎学園 
上記以外の福寿学園 

陶芸部（①班、②班） 

老人大学専門講座 

１３:２０～１５:２０ 
１０:００～１２:００ 

１０:００～１２:００ 
１０:００～１２:００ 
１０:００～１２:００ 
１３:２０～１５:２０ 

１０:００～１２:００ 

４月１８日（木） ５月２日（木） ５月９日（木） 

② ９:００～１２:００ 
①１２:００～１５:００ 

① ９:００～１２:００ 
②１２:００～１５:００ 



４ 

　福崎町の観光情報を取り

まとめた「コンシェルジュ

ガイドブック」を発売して

います。 

　福崎町の最新観光情報が

満載で、お得な特典も盛り

だくさん！ぜひお買い求め

ください。 

　●販売場所　観光交流センターほか 

　●販売価格　１００円（税込） 

問い合わせ先　地域振興課（内線３９２） 

　今後もますますお健やかに、さらなるご長寿を 
お祈りします。なお、百歳をお祝いして、百歳の 
森記念碑にお名前を刻みました。　　　（福祉課） 

黒田まさゑさん（南大貫） 

　３月１７日に満百歳を迎

えられました。 

　当日は、ご自身が子ど

もの頃のことなど、楽し

かった昔の思い出を話し

てくださり、笑顔でお祝

いを受け取ってください

ました。 

「福崎町コンシェルジュガイドブック」 
発売開始 

　緑が美しい釣り
しのぶを作りませ
んか？ 

日　　時　５月１１日（土） 
　　　　　１３：３０～１５：００ 
会　　場　生活科学センター 
講　　師　上延博昭さん 
定　　員　１０人 
参 加 費　３００円（材料費） 
対　　象　町内在住または在勤の人 
※小学４年生以下は保護者同伴。 
持 ち 物　はさみ 
受付期間　４月１１日（木） 
　　　　　　　　～２５日（木） 

　地元食材を使ってスイーツづく

りをしませんか？みなさん、ぜひ

ご参加ください。 

日　　時　５月２６日（日） 

　　　　　１３：００～１５：３０頃 

会　　場　生活科学センター 

講　　師　あいふぁみーゆ 

　　　　　　岩本貴代美さん 

参 加 費　１,０００円 

定　　員　１０人 

対　　象　町内在住または在勤の人 

※小学４年生以下は保護者同伴。 

持 ち 物　エプロン、マスク、三

角巾、持ち帰り袋 

申込期間　４月５日（金） 

　　　　　　　　～１９日（金） 

　手軽に作れるメニューでバラン

スのとれた食事をしたい。そんな

方に役立つ料理が学べます。 

実施期間　６月～１０月の 

　　　　　概ね第３水曜日 

★日程等は５月下旬に個別通知し

ます。 

時　　間　１０：００～１４：００ 

会　　場　生活科学センター 

参 加 費　材料費 

対　　象　町内在住または在勤の人 

申込期間　４月２３日（火） 

　　　　　　　～５月１５日（水） 

作品イメージ 
 

作品イメージ 
 

バスクチーズケーキバスクチーズケーキ 
　　　　　　　（持ち帰り）（持ち帰り） 
バスクチーズケーキ 
　　　　（持ち帰り） 

（試食）試食） 
フィナンシェフィナンシェ 
（試食） 
フィナンシェ 

申し込み・問い合わせ　先生活科学センター 

　　　　　　　　　　　　（　２２－２９３９／月曜定休） 

いずれの教室も申し込みが必要です。 

　福崎町は、インバウンド（訪日外国人旅行）観光を推進するため、
３月２１日に一般社団法人デジタルスマートシティ推進財団とイン
バウンド観光推進に関するパートナーシップ協定を締結しました。 
　同財団が運営している国内外の観光客に旅ナカで情報発信や、
災害情報などを提供する１２言語対応の多言語観光情報 
サイトGuidoorへの参加、意見交換などを行います。 
　　　　　　問い合わせ先　地域振興課（内線３９２） 

（一社）デジタルスマートシティ推進財団と 
パートナーシップ協定を締結しました 

（左から）尾　町長、山　副理事長 

ガイドア 



ム ラ コ 長 町 

５ 

　令和６年度版の「家庭ごみ分別収集カレ

ンダー」を配布しています。下段のごみの

分け方、出し方を参考に、この機会にもう

一度ごみの分別について見直していただき、

生ごみの水切りやプラスチック製容器包装、

ミックスペーパーの分別など、身近なことでできることから、ごみ

の減量化、リサイクルの推進にご協力ください。 

　カレンダーがお手元にない人は、町ホームページをご覧いただく

か、住民生活課でお渡ししますので窓口までお越しください。 

（住民生活課） 

ごみの減量化にご協力ください ごみの減量化にご協力ください ごみの減量化にご協力ください 

　
こ
の
度
、
町
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、

４
月
１
日
付
け
で
町
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま

し
た
。 

　
福
崎
町
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
務

の
大
き
さ
に
、
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
っ

て
い
ま
す
。 

　
「
我
が
母
校
」
「
ふ
る
さ
と
福
崎
」
を
愛
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
皆

さ
ん
が
、
「
よ
か
っ
た
」
と
、
誇
り
が
持
て
る
福
崎
町
の
教
育
を
め

ざ
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の
経
験
を
大
切
に
し
て
、
さ
ら
に
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
あ
る
た
め
、
皆
様
方
に
は
よ
り
一
層

の
ご
支
援
と
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
再
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

再任のごあいさつ 

教
育
長
　
　
橋
　
渉

 

　３月２２日、“時間栄
養学”を活用した食事
と１日の過ごし方をテーマに、兵庫県立大学の永
井成美先生にご講演いただきました。近年、体内
時計とのかかわりを重視した“時間栄養学”が注
目されています。食事の内容が同じでも「いつ食
べるか」によって、健康への影響が変わることが
わかってきました。何を、どのくらい食べるかは
気にしても、いつ食べるかはあまり気にしていな
い人も多いと思います。コロナ禍で働き方が変化
した人、交替勤務により生活リズムや体調が安定
しない人など、多様な働き方がある今、「いつ食べ
るのか」に注目して、体内時計を整える暮らしを
心がけることは大切です。　　　（保健センター） 

食育通信 
～食育講演会 
「食でいきいき！ 
　　健康長寿」～ 

新
年
度
の
新
規
助
成
事
業 

福
崎
町
長 

第５１３回福崎町議会定例会 

 

い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
役
場

で
は
新
入
職
員
が
は
つ
ら
つ
と
働
き
始
め
ま
し

た
。
幼
児
園
、
小
学
校
、
中
学
校
も
新
入
生
を

迎
え
て
明
る
く
元
気
な
学
校
生
活
が
始
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
お
知
ら
せ
し
た
い
新

規
事
業
を
三
つ
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
目
は
５０
歳

以
上
で
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ら
れ
た
方

に
一
人
４
千
円
を
助
成
を
し
ま
す
。
帯
状
疱
疹

は
高
齢
者
の
３
分
の
１
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
る
厄
介
な
病
気
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。 

　
二
つ
目
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
補
聴
器
購

入
に
一
人
最
大
３
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
な
お
、

申
請
に
は
医
師
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。 

　
三
つ
目
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
ら
っ 

し
ゃ
る
世
帯
の
自
動
録
音
付
き
電
話
機
購
入
に

対
し
て
１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
今
、
還
付
金

詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
。
役

場
や
警
察
の
名
を
か
た
っ
て
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ

で
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。
同
じ
方

が
何
度
も
騙
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
の
で
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。
役
場
や
警
察
が
お
金

の
振
り
込
み
を
誘
導
す
る
よ
う
な
電
話
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
こ
の
電
話
は
録

音
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
流
れ
る

と
電
話
は
切
ら

れ
る
そ
う
で
す

の
で
こ
の
機
会

に
ご
検
討
く
だ

さ
い
。 



　受賞されたみなさん、おめでとうございます。（受賞者敬称略） 

【スポーツ功労賞】 町のスポーツの振興並びに発展に関して特に功績が顕著な個人 

福崎町スポーツ協会 

氏　名 所　　属 業　　　　績 活動期間 

平成１３年～現在に至る 長年にわたり福崎町のスポーツの普及発展に貢献し、福 
崎町のスポーツ振興に大きく寄与した 難波　弘一 

令和５年度 
「スポーツ功労賞」「スポーツ功績賞」「文化功績賞」 
「　識雅夫科学賞」「柳田國男ふるさと賞」決定 

６ 

令和５年度 
「スポーツ功労賞」「スポーツ功績賞」「文化功績賞」 
「　識雅夫科学賞」「柳田國男ふるさと賞」決定 

令和５年度 
「スポーツ功労賞」「スポーツ功績賞」「文化功績賞」 
「　識雅夫科学賞」「柳田國男ふるさと賞」決定 

令和５年度 
「スポーツ功労賞」「スポーツ功績賞」「文化功績賞」 
「　識雅夫科学賞」「柳田國男ふるさと賞」決定 

令和５年度 
「スポーツ功労賞」「スポーツ功績賞」「文化功績賞」 
「　識雅夫科学賞」「柳田國男ふるさと賞」決定 

スポーツ活動で特に優秀な成績をおさめた個人や団体 【スポーツ功績賞】 
氏　名 

西澤　芭琉 

小野　優奈 

安井　秀成 

下川　楓莉 

三輪　大翔 

中村　　新 

森本　雄斗 

志水　琉真 

志水　勢音 

岩本　青空 

小嶋　駿介 

　井　壯太 

藤井　　陸 

牛尾　柚月 

藤本　陽貴 

小林　凌真 

大國　隼人 

所　　属 

神崎郡陸上競技協会 

福崎東中学校３年生 

四国学院大学香川西高等学校 
２年生 

福崎小学校５年生 

飛拳塾 
田原小学校３年生 

飛拳塾 
福崎西中学校１年生 
少林寺拳法兵庫福崎スポーツ少年団 
福崎東中学校３年生 

姫路商業高等学校 
２年生 

福崎米山道場スポーツ少年団 
福崎小学校６年生 

香寺クラブジュニア 
高岡小学校６年生 
香寺クラブジュニア 
福崎小学校６年生 
香寺クラブジュニア 
福崎小学校４年生 

少林寺拳法兵庫福崎スポーツ少年団 
福崎東中学校３年生 

内　　　　容 成績 

ブダペスト２０２３世界陸上競技選手権大会 

令和５年度全国中学校体育大会　第５０回全日本中学校陸上競 
技選手権大会 

第４７回兵庫県小学生陸上競技大会 

令和５年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会　 
秩父宮賜杯第７６回全国高等学校陸上競技対校選手権大会 

第１７回全国中学生少林寺拳法大会 

第４１回オープントーナメント全日本空手道選手権大会２０２３ 

第１１回全日本ジュニアチャンピオンシップ空手道選手権大会 

第９回全日本少年少女空手道選手権大会リアルチャンピオン 
シップ決勝大会 

第１７回全国中学生少林寺拳法大会 

第２８回高野山旗全国学童軟式野球大会 

第５１回リトルシニア日本選手権大会 

第３１回ヤングリーグ選手権大会 

第３１回ヤングリーグ選手権大会 

第３１回ヤングリーグ選手権大会 

第３１回ヤングリーグ選手権大会 

第４６回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会 

第４６回全日本大学軟式野球選手権大会 

２０２３年少林寺拳法世界大会inTokyo,Japan

第４回お伊勢さん杯・ＰＲＩＤＥＪＡＰＡＮ全国選抜学童軟式野球大会 

第４回お伊勢さん杯・ＰＲＩＤＥＪＡＰＡＮ全国選抜学童軟式野球大会 

第４回お伊勢さん杯・ＰＲＩＤＥＪＡＰＡＮ全国選抜学童軟式野球大会 

第４回お伊勢さん杯・ＰＲＩＤＥＪＡＰＡＮ全国選抜学童軟式野球大会 

第４回お伊勢さん杯・ＰＲＩＤＥＪＡＰＡＮ全国選抜学童軟式野球大会 

第４回お伊勢さん杯・ＰＲＩＤＥＪＡＰＡＮ全国選抜学童軟式野球大会 

陸上競技　走幅跳 
出場 

陸上競技　１５００ｍ 
出場 

陸上競技　走幅跳 
出場 

陸上競技　走高跳 
第１位 

空手小学３年生女子 
出場 

極真空手小学６年生女子軽量級 
出場 

空手中学１年男子５２kg未満 
第３位 

少林寺拳法男子組演武 
出場 

少林寺拳法男子組演武 
出場 

少林寺拳法単独演武 
出場 

少年軟式野球 
優勝 

少年軟式野球 
優勝 

少年軟式野球 
優勝 

少年軟式野球 
優勝 

少年軟式野球 
優勝 

少年軟式野球 
優勝 

少年軟式野球 
出場 

中学硬式野球リトルシニア 
出場 

中学硬式野球ヤングリーグ 
出場 

中学硬式野球ヤングリーグ 
出場 

中学硬式野球ヤングリーグ 
出場 

中学硬式野球ヤングリーグ 
出場 

水泳競技男子自由形２００ｍ 
出場 

軟式野球 
第３位 

神戸医療未来大学 
軟式野球部 

香寺クラブジュニア 
田原小学校６年生 
香寺クラブジュニア 
八千種小学校６年生 
香寺クラブジュニア 
八千種小学校４年生 
香寺クラブジュニア 
福崎小学校５年生 

神戸中央リトルシニア 
福崎東中学校３年生 
兵庫夢前ヤング 

福崎西中学校３年生 
兵庫夢前ヤング 

福崎東中学校３年生 
兵庫夢前ヤング 

福崎西中学校３年生 
兵庫夢前ヤング 

福崎西中学校３年生 
ＳＵＮ加西 

福崎東中学校１年生 

神戸医療未来大学 

松岡　胡菜 

　田　弘道 

　識　颯真 

　識　楓馬 

志水琉之介 

三　　晃大 



（社会教育課） 

自然科学分野において優れた研究、観察などを行った児童生徒  【　識雅夫科学賞】 
部　　門 

小学校低中学年の部 

氏　名 

川村　陽紀 

所　　属 作　　品　　名 

田原小学校１年 やさいのすてるぶぶんがどうなるかな？ 

小学校高学年の部 上阪　　優 田原小学校６年 

中学校の部 廣瀬　和恩 福崎西中学校３年 土の種類で土砂災害の起こりやすさは違うのか 

雑草の分類～効果的な除草剤は作れるか～ 

【柳田國男ふるさと賞】 地域の歴史、民俗文化について優れた研究、調査を行った児童生徒 
部　　門 

小学校低中学年の部 

氏　名 所　　属 作　　品　　名 

高岡小学校４年生 ひいひいおばあちゃんの時代へタイムワープ！ 

小学校高学年の部 家田　塔羽 福崎小学校６年生 神谷の伝統行事について 

中学校の部 福崎東中学校２年生 福崎町の地名と地形 

尾　　　琴 

田畑　　駿 

７ 

【文化功績賞】 文化的活動や文化の発展に功績があった個人や団体 

井藤　一永 

鍛示　凌志 

篠瀬くらら 

兵庫県立福崎高等学校 
ギター･マンドリン部 

写真クラブやまざる 

氏　名 所　　属 分　　野 内　　　　容 

写　真 第１０７回二科展第７１回二科会写真部展一般公募入選 

第１９回全国こども絵画選抜展２０２３兵庫県知事賞受賞 

第１４回日本バッハコンクール全国大会金賞受賞 

令和５年兵庫県暴力団追放モデルポスターコンクール 
最優秀賞受賞 
令和５年度全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール 
優秀賞受賞 

田原小学校１年 絵　画 

田原小学校３年 ピアノ 

福崎東中学校３年 

福崎高等学校 

ポスター 

器楽演奏 

水谷　正美 

　消費者の会は、豊かで環境にやさしい生活を目指し、

会員向けの講演会や小学校でのエコ工作教室活動な

どを行っています。 

　消費者の会では会員を常時募集しています。ご興

味のある人はお気軽に、会員または事務局までお問

合せください。 

対　　　　象　町内在住または在勤の人 

会　　　　費　年間６００円 

問い合わせ先　福崎町消費者の会事務局（生活科学センター内）（　２２－２９３９／月曜定休） 

牛
乳
パ
ッ
ク
を
活
用
し
た 

親
子
紙
す
き
教
室
の
よ
う
す 



福崎町 

　
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
こ
こ

一
年
の
間
に
背
骨
の
圧
迫
骨
折
と

左
股
関
節
の
手
術
を
し
ま
し
た
。

そ
の
度
に
、
何
か
月
も
歩
け
ず
に

寝
て
い
る
状
態
が
続
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
一

人
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し

て
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

田
植
え
を
し
な
が
ら
、
畑
仕
事
や

庭
の
花
の
手
入
れ
、
料
理
や
洗
濯

な
ど
の
家
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
家
族
も

た
ま
に
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
が
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
毎
日
一
人
で
し

て
い
た
の
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

　
な
の
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
「
一

人
で
は
困
難
」
と
思
っ
て
い
る
動

作
が
何
な
の
か
が
気
に
な
り
、
調

べ
て
み
ま
し
た
。 

　
特
に
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
こ

と
は
、
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
た

り
運
ん
だ
り
と
い
う
動
作
で
し
た
。

他
に
も
、
立
っ
た
り
、
座
っ
た
り

と
い
う
動
作
や
、
階
段
を
上
り
下

り
す
る
動
作
が
「
一
人
で
は
困 

難
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
一
人
で
全
て

を
や
る
の
は
、
歳
を
取
っ
て
い
く

ほ
ど
大
変
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
次
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
介
護
施
設
に

入
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
、
介

護
施
設
の
問
題
が
気
に
な
っ
た
の

で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
。 

　
一
つ
目
は
、
介
護
難
民
で
す
。

介
護
難
民
と
は
、
介
護
が
必
要
な

「
要
介
護
者
」
に
認
定
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
施
設
に
入
れ
な
か
っ

た
り
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
な
い
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
の
こ
と
で
す
。
介
護
難
民

が
発
生
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
要
介
護
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
二
つ
目
は
、
介
護
従
事
者
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
調
査

に
よ
る
と
、
「
従
事
者
が
不
足
し

て
い
る
」
と
回
答
を
し
た
事
業
所

は
全
体
の
６
割
を
上
回
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
三
つ
目
は
、
介
護
施
設
自
体
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
四
つ
目
は
、
費
用
で
悩
み
を
抱

え
て
い
る
人
が
多
く
、
月
々
の
平

均
費
用
は
、
七
万
八
千
円
も
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
こ
の
金

額
を
聞
い
て
固
ま
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

　
私
は
、
こ
の
四
つ
の
問
題
に
対

処
で
き
る
手
段
が
な
い
の
か
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
色
々
と
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
も
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し

て
お
り
、
必
要
な
施
設
や
医
者
を

紹
介
し
て
く
れ
た
り
、
介
護
の
相

談
に
の
っ
て
く
れ
た
り
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
な
の
で
誰
も
が
介
護

対
策
と
し
て
利
用
で
き
る
と
思
い

ま
し
た
。 

　
私
た
ち
家
族
は
、
介
護
施
設
に

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
入
る
こ
と
に
対
し
て
不
安
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
介
護
施

設
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
虐
待
を

受
け
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を

度
々
見
る
か
ら
で
す
。
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
介
護
は
肉

体
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
負

担
を
背
負
う
の
で
、
疲
れ
が
た 

ま
っ
て
し
ま
い
、
虐
待
が
起
こ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
も
こ
の
先
、
疲
れ
が
た

ま
り
介
護
が
思
い
通
り
に
い
か
な

く
な
っ
た
と
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
う
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
絶
対
に
そ
う
な
っ

て
欲
し
く
な
い
の
で
、
誰
か
の
助

け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
私
は
、
こ
の
先
高
齢
化
は
も
っ

と
進
み
、
要
介
護
者
も
増
え
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
族

を
助
け
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
、

一
人
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
相

談
や
、
息
抜
き
の
お
し
ゃ
べ
り
な

ど
に
付
き
合
う
こ
と
で
、
前
に
挙

げ
た
問
題
の
一
つ
の
解
決
法
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
一
番
の
問
題
は
、
お

金
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
従
事

者
の
賃
金
に
し
て
も
、
預
け
る
側

に
か
か
る
費
用
に
し
て
も
、
私
た

ち
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
問
題
が

山
積
み
で
す
。
保
育
士
さ
ん
の
賃

金
が
上
が
っ
た
よ
う
に
、
次
は
介

護
従
事
者
の
賃
金
も
上
げ
て
も
ら

え
た
ら
、
あ
の
よ
う
な
酷
い
事
件

が
減
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す

が
、
そ
れ
は
政
治
家
と
し
て
も
簡

単
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
、
友
達
を
誘
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
、
募

金
活
動
を
す
る
こ
と
で
少
し
で
も

役
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。 

　
こ
の
話
を
聞
い
た
み
な
さ
ん
も

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
一
度
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
で
は

簡
単
な
こ
と
で
も
相
手
に
と
っ
て

の
助
け
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
一

緒
に
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

田原小学校２年（当時）　松岡湊空 福崎小学校３年（当時）　中野望彩 福崎西中学校３年（当時）　肥野莉子 

介
護
施
設
の
問
題 

福
崎
東
中
学
校
３
年（
当
時
） 

大
西
未
桜 

８ 



ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

自
分
だ
け
の 

　
自
分
ら
し
さ
を 

　
　
大
切
に 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

春
名
想
乃 

悪
口
は 

　
お
も
し
ろ
半
分 

　
　
ゆ
る
さ
れ
な
い 

八
千
種
小
学
校
５
年（
当
時
） 

井
上
明
寿
巳 

そ
の
言
葉 

　
自
分
が
言
わ
れ
て 

　
　
傷
つ
か
な
い
？ 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

上
野
亜
優
美 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ 

　
や
さ
し
い
み
ん
な
が 

　
　
つ
い
て
る
よ 

福
崎
小
学
校
５
年（
当
時
）　 

上
村
大
虎 

生活科学 
センター 
だより 

　
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ム
、

ヨ
ガ
教
室
等
（
以
下
「
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
全
国
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
従
来
の
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
等
に
関
す
る
相
談
に
加
え
、

店
舗
で
ス
タ
ッ
フ
や
ト
レ
ー
ナ
ー

と
対
面
す
る
こ
と
の
な
い
無
人
の

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン 

レ
ッ
ス
ン
等
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
相
談
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。 

 【
事
例
１
】 

　
ヨ
ガ
教
室
の
無
料
体
験
に
行
っ

た
。
体
験
後
、
２
か
月
は
無
料
で
、

そ
の
後
月
額
１
万
円
の
契
約
を
勧

め
ら
れ
た
。
途
中
解
約
の
場
合
は

２
万
５
千
円
の
違
約
金
が
か
か
る

と
説
明
が
あ
り
、
契
約
し
た
。
帰

宅
後
、
月
額
１
万
円
は
支
払
え
な

い
と
思
い
解
約
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、

開
始
前
で
も
違
約
金
を
請
求
さ
れ

た
。 

 【
事
例
２
】 

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
体
験

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
広
告
を
見
て
出

向
い
た
。
２
か
月
間
の
体
験
後
、

３
か
月
目
か
ら
は
１
万
８
千
円
の

料
金
に
な
る
プ
ラ
ン
を
申
し
込
ん

だ
。
１
か
月
通
っ
た
が
、
自
分
に

合
わ
な
か
っ
た
の
で
解
約
を
申
し

出
て
承
諾
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
も
毎
月
１
万
８
千
円
引
き
落

と
さ
れ
て
い
た
。
店
に
確
認
す
る

と
解
約
時
書
面
で
の
申
出
が
必
要

と
わ
か
っ
た
。 

 【
事
例
３
】 

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ヨ
ガ
教
室
の
無
料

お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
申
し
込

ん
だ
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
終
了
後
は
自
動
的
に
通
常
プ
ラ

ン
に
更
新
さ
れ
、
月
会
費
が
引
き

落
と
さ
れ
て
い
た
。
無
料
登
録
の

つ
も
り
だ
っ
た
の
で
返
金
し
て
ほ

し
い
。 

 【
事
例
４
】 

　
入
会
特
典
商
品
が
付
い
て
い
る

格
安
の
無
人
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
入

会
し
た
。
し
か
し
２
〜
３
か
月 

た
っ
て
も
商
品
が
受
け
取
れ
ず
、

広
告
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
器
材
の

設
置
が
な
い
な
ど
不
安
に
思
い
解

約
し
よ
う
思
っ
た
。
ネ
ッ
ト
で
解

約
手
続
き
が
案
内
さ
れ
て
い
た
の

で
、
指
示
通
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
操
作
し
た
が
、
途
中
で
先
に
進

め
な
い
。
事
業
者
に
電
話
を
し
て

も
つ
な
が
ら
ず
、
店
舗
に
ス
タ
ッ

フ
が
い
な
い
の
で
直
接
聞
く
こ
と

も
で
き
ず
、
解
約
手
続
き
が
で
き

な
い
。 

 

　
こ
の
よ
う
に
、
解
約
に
違
約
金

が
発
生
し
た
り
、
口
頭
で
解
約
を

伝
え
て
も
正
式
に
解
約
で
き
な
い

場
合
や
、
お
試
し
プ
ラ
ン
の
終
了

後
に
契
約
が
自
動
更
新
さ
れ
た
り
、

無
人
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
オ
ン
ラ

イ
ン
レ
ッ
ス
ン
に
つ
い
て
解
約
等

の
手
続
や
問
い
合
わ
せ
が
し
た
く

て
も
連
絡
が
取
れ
な
い
等
の
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。 

 

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス 

（
１
）
契
約
す
る
前
に
以
下
の
点

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

★
解
約
時
（
休
会
時
・
退
会
時
）

の
連
絡
先
や
手

続
き
方
法
、
プ

ラ
ン
の
期
間
等

に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
ょ
う
。 

★
体
験
や
お
試

し
プ
ラ
ン
の
場

合
、
自
動
更
新

の
有
無
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し

ょ
う
。 

（
２
）
事
業
者

と
連
絡
が
取
れ

な
い
場
合
は
、
複
数
の
連
絡
手

段
で
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

（
３
）
不
安
に
思
っ
た
場
合
は

早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
等
の
契
約
ト 

ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に 

〜
契
約
・
解
約
時
に
確
認
し 

た
い
ポ
イ
ン
ト
〜 

９ 

福崎東中学校３年（当時） 
　荒瀬ほのか 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

神
崎
郡
消
費
生
活
中
核 

セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 



町
長
提
案
説
明
の
抜
粋 

　
令
和
６
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
９９
億
３
３
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１５
・
１
％
増
）

総
額
１
７
０
億
４
５
３
４
万
５
千
円
（
前
年
比
１１
・
３
％
増
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

総額 ９９億３３００万円 一般会計 １７０億４５３５万円 

１０ 

　
令
和
６
年
度
予
算
は
、
第
６
次
総

合
計
画
を
進
め
る
た
め
の
予
算
と
し

て
い
ま
す
。
主
な
事
業
の
１
点
目
は
、

「
子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
の
充 

実
」
で
す
。
中
学
校
ま
で
の
給
食
費

の
無
償
化
を
６
か
月
間
継
続
し
、
給

食
材
料
費
の
高
騰
分
の
町
費
負
担
も

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
産
婦
の
健
康

診
査
費
を
助
成
し
ま
す
。 

　
　
川
山
公
園
に
複
合
遊
具
を
設
置

し
、
小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
に
空

調
設
備
の
整
備
と
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
実
施
し
ま
す
。 

　
２
点
目
は
、「
災
害
の
な
い
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
川
す

そ
雨
水
幹
線
工
事
と
直
谷
第
２
雨
水

幹
線
工
事
を
計
画
的
に
進
め
、
緊
急

浚
渫
推
進
事
業
に
よ
り
大
内
川
の
土

砂
撤
去
や
伐
木
を
実
施
し
ま
す
。 

　
３
点
目
は
、
「
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
強
化
」
で
す
。
町

道
福
崎
駅
田
原
線
、
町
道
千
束
新
町

線
の
道
路
新
設
改
良
事
業
を
着
実
に

進
め
ま
す
。 

　
４
点
目
は
、
「
都
市
計
画
の
規
制

緩
和
」
で
す
。
町
域
全
体
を
空
家
等

活
用
促
進
特
別
区
域
と
し
て
指
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
５
点
目
は
、
「
広
域
行
政
に
関
係

す
る
事
業
」
で
す
。
中
播
北
部
行
政

事
務
組
合
で
は
、
次
期
ご
み
処
理
施

設
の
造
成
工
事
と
並
行
し
て
実
施
設

計
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
播
消
防

署
の
本
署
及
び
北
部
出
張
所
の
建
替

え
は
、
用
地
取
得
や
設
計
業
務
に
取

り
組
み
ま
す
。 

　
各
課
が
取
り
組
む
主
な
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

【
総
務
課
】 

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当

を
支
給
し
ま
す
。 

　
サ
ル
ビ
ア
会
館
の
空
調
設
備
を
更

新
し
、
町
民
の
利
便
性
向
上
を
図
り

ま
す
。 

　
岩
手
県
遠
野
市
と
の
友
好
都
市
共

同
宣
言
１０
周
年
の
記
念
行
事
を
行
い

ま
す
。 

【
企
画
財
政
課
】 

　
電
子
入
札
制
度
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準

化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

福
崎
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
（
第
３
期
）
を
策
定
し
ま

す
。 

【
税
務
課
】 

　
町
税
に
お
い
て
、
税
目
ご
と
の
課

税
客
体
の
的
確
な
把
握
と
課
税
に
努

め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
適
正
な
滞
納
整

理
、
債
権
管
理
に
よ
り
、
徴
収
率
の

一
層
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。 

【
地
域
振
興
課
】 

　
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ラ
ン
タ
ン
事
業
及
び
手

話
ダ
ン
ス
甲
子
園
を
引
き
続
き
開
催

し
、
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。 

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
で
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

更
な
る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま

す
。 

　
観
光
振
興
で
は
、
新
し
い
観
光
ア

プ
リ
の
導
入
や
体
験
型
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
２２

基
目
の
妖
怪
ベ
ン
チ
と
池
の
中
の
ガ

ジ
ロ
ウ
３
号
機
を
製
作
し
ま
す
。 

【
住
民
生
活
課
】 

　
防
犯
対
策
の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
計
画
的
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

特
殊
詐
欺
被
害
対
策
と
し
て
、
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
自
動
録
音

電
話
機
の
設
置
補
助
を
行
い
ま
す
。 

　
交
通
安
全
対
策
で
は
、
通
学
路
の

カ
ラ
ー
塗
装
や
標
識
、
啓
発
看
板
、

凍
結
防
止
ミ
ラ
ー
を
計
画
的
に
設
置

し
ま
す
。 

　
消
防
で
は
、
消
防
団
あ
り
方
検
討

委
員
会
を
開
催
し
、
団
員
定
数
な
ど

消
防
団
組
織
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

い
ま
す
。 

【
福
祉
課
】 

　
手
話
を
言
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
理
解
の
促
進
、
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
「
手
話
言
語
条 

例
」
の
制
定
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
高
齢
難
聴
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
及

び
社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
、
補
聴

器
購
入
費
の
一
部
助
成
を
実
施
し
ま

す
。 

【
ほ
け
ん
年
金
課
】 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
、
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
す
べ
て
の

妊
産
婦
、
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
に
対

し
て
切
れ
目
の
な
い
相
談
・
支
援
を

行
い
ま
す
。 

　
予
防
接
種
事
業
で
は
、
５０
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。 

【
農
林
振
興
課
】 

　
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
活
用
事
業

で
、
町
内
民
有
林
に
お
い
て
間
伐
等

の
森
林
整
備
を
行
う
者
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

　
高
岡
福
田
地
区
ほ
場
整
備
事
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
山
崎
地
区
ほ

場
整
備
事
業
の
実
施
設
計
に
着
手
し

ま
す
。 

　
た
め
池
整
備
事
業
で
は
、
三
谷
池

の
工
事
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、

宮
の
池
の
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。 

【
ま
ち
づ
く
り
課
】 

　
道
路
整
備
事
業
で
は
、
通
学
路
の

安
全
対
策
と
し
て
町
道
大
貫
山
田
線

の
道
路
改
良
事
業
を
引
き
続
き
推
進

し
ま
す
。 

　
空
家
対
策
で
は
、
空
家
活
用
支
援

事
業
補
助
及
び
特
定
空
家
等
除
去
事

業
補
助
を
実
施
し
ま
す
。 

【
学
校
教
育
課
】 

　
公
立
幼
児
園
で
は
、
保
育
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
保
育
教
諭

の
業
務
負
担
軽
減
と
保
護
者
の
利
便

性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

　
教
育
委
員
会
系
サ
ー
バ
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
更
新
し
、
新
し
い
時
代
の

学
校
教
育
を
推
進
し
ま
す
。 

　
小
・
中
学
校
に
不
登
校
指
導
員
を

増
員
す
る
な
ど
、
増
加
す
る
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
対
策
を
強
化
し
ま
す
。 

【
社
会
教
育
課
】 

　
第
４５
回
山
桃
忌
は
「
柳
田
國
男
の

旅
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
ま
た
、
「
沖

縄
エ
イ
サ
ー
と
沖
縄
芝
居
」
の
披
露

に
よ
り
「
柳
田
國
男
生
誕
の
地
福
崎

町
」
を
発
信
し
ま
す
。 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
で
は
、

山
桃
忌
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。 

【
上
下
水
道
課
】 

　
水
道
事
業
で
は
、
八
反
田
水
管
橋

耐
震
補
強
工
事
及
び
三
ノ
宮
配
水
池

送
配
水
管
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。 

　
下
水
道
事
業
で
は
、
農
業
集
落
排

水
の
公
共
下
水
道
へ
の
統
合
を
進
め
、

田
口
・
板
坂
地
区
の
設
計
に
着
手
し

ま
す
。 



●令和６年度一般会計歳入内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

令和６年度 令和５年度 

構　成　比 

令和６年度 令和５年度 

町 税  

地 方 譲 与 税  

利子割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金 

法人事業税交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

環境性能割交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 附 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

町 債  

3,178,470 

86,563 

1,500 

22,000 

26,600 

72,200 

495,000 

13,600 

17,400 

135,200 

1,770,000 

2,500 

206,993 

80,573 

984,315 

603,017 

7,745 

105,100 

619,389 

80,000 

334,335 

1,090,500 

9,933,000

3,292,070 

81,679 

1,200 

26,700 

17,300 

66,700 

539,600 

14,300 

11,200 

40,800 

1,510,000 

3,000 

177,170 

78,093 

765,925 

592,584 

8,272 

85,100 

584,243 

80,000 

278,564 

375,500 

8,630,000

△3.5 

6.0 

25.0 

△17.6 

53.8 

8.2 

△8.3 

△4.9 

55.4 

231.4 

17.2 

△16.7 

16.8 

3.2 

28.5 

1.8 

△6.4 

23.5 

6.0 

0.0 

20.0 

190.4 

15.1

32.0 

0.9 

0.0 

0.2 

0.3 

0.7 

5.0 

0.1 

0.2 

1.4 

17.8 

0.0 

2.1 

0.8 

9.9 

6.1 

0.1 

1.0 

6.2 

0.8 

3.4 

11.0 

100

38.1 

0.9 

0.0 

0.3 

0.2 

0.8 

6.3 

0.2 

0.1 

0.5 

17.5 

0.0 

2.1 

0.9 

8.9 

6.9 

0.1 

1.0 

6.8 

0.9 

3.2 

4.3 

100歳 入 合 計 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

●令和６年度一般会計及び特別会計予算総額● 
（単位：千円、％） 

会　計　名 
 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

水 道 事 業 会 計  

工業用水道事業会計 

下水道事業会計  

合　　　計 

令和６年度 

9,933,000 

1,884,800 

338,200 

1,834,200 

999,800 

97,700 

1,957,645 

17,045,345

令和５年度 

8,630,000 

1,821,600 

310,000 

1,807,500 

706,200 

66,400 

1,968,930 

15,310,630

金　額 

1,303,000 

63,200 

28,200 

26,700 

293,600 

31,300 

△11,285 

1,734,715

前年比 

15.1 

3.5 

9.1 

1.5 

41.6 

47.1 

△0.6 

11.3

予　算　額 比　　　較 

●令和６年度一般会計歳出目的別内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

予 備 費  

119,282 

1,061,948 

2,965,585 

1,307,637 

444,504 

231,691 

1,175,938 

556,076 

1,027,559 

1,040,780 

2,000 

9,933,000

123,452 

947,530 

2,731,045 

861,404 

446,631 

212,851 

910,867 

356,596 

959,844 

1,077,780 

2,000 

8,630,000

△3.4 

12.1 

8.6 

51.8 

△0.5 

8.9 

29.1 

55.9 

7.1 

△3.4 

0.0 

15.1

1.2 

10.7 

29.9 

13.1 

4.5 

2.3 

11.9 

5.6 

10.3 

10.5 

0.0 

100.0

1.4 

11.0 

31.6 

10.0 

5.2 

2.5 

10.6 

4.1 

11.1 

12.5 

0.0 

100.0歳 出 合 計 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

令和６年度 令和５年度 

構　成　比 

令和６年度 令和５年度 
１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１１ 

●私たちが負担する税（１人当たり） 
※2月29日現在の人口18,724人で 169,754円 

固定資産税 57.9％ 
98,247円 

軽自動車税 2.3％　4,000円 
たばこ税 4.9％　8,278円 

　　町民税 34.9％ 
　　　59,229円  
うち個人分 26.3％　 
44,584円　　 

●私たちに使われる町のお金（１人当たり） 
※2月29日現在の人口18,724人で 530,496円 

議会費　6,371円 

衛生費 
69,837円 

　総務費 
56,716円 

民生費 
158,384円 

予備費　107円 

　公債費 
55,585円 教育費 

54,879円 

農林水産業費 
　23,740円 

商工費　12,374円 

土木費 
62,804円 

消防費 
29,699円 

●地方債現在高● 
令和6年度末残高見込 一 般 会 計　　107億4,000万円（１人当たり約　574,000円） 

公営企業会計　　　98億4,300万円（１人当たり約　526,000円） 
合　　　　計　　205億8,300万円（１人当たり約1,099,000円） 

百万円 

公営企業債 

一般会計債 

R2 R3 R4 R5（見込） R6（見込） 

9,843

10,740

10,120

10,777

9,886

10,242

10,659

11,513

10,379

11,349

●基金積立金現在高● 
令和6年度末残高見込 一　般　会　計　　18億4,700万円（１人当たり約　99,000円） 

特別会計・企業会計　　　　9,900万円（１人当たり約　　5,000円） 
合　　　　　計　　19億4,600万円（１人当たり約104,000円） 

191 百万円 

特別会計・企業会計 

一般会計分 

R2 R3 R4 R5（見込） R6（見込） 

113

2,349

99

1,847
2,250

261

284

2,747 2,589



物価高騰に伴う支援臨時給付金のご案内 
　エネルギー・食料品等の物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計へ
の影響が大きい住民税均等割のみ課税世帯に対し、１世帯あたり１０万円
を支給します。 
　支給対象は、令和５年１２月１日時点で福崎町住民基本台帳に記載がある、下記にあてはまる世帯の
世帯主です（世帯全員が住民税課税者に扶養されていないことが条件です）。 

令和6年 

5月31日（金）まで 

申請受付期間 

問い合わせ先　福祉課（内線３６５） 

　 給付金を装った「振り込め詐欺」や不審な電話・メールにご注意ください。 
　 給付金支給のために福崎町からATMの操作をお願いしたり、手数料の振り 
　 込みを求めることはありません。 

世帯全員の令和５年度の住民税が「均等割のみ課税されている」世帯 
もしくは「均等割のみ課税者と非課税者で構成される」世帯 

 ◇世帯の全ての人が、令和５年１月１日以前から現住所にお住まいの場合 
　対象となる世帯には、町から給付内容や確認事項が書かれた確認書が届きます。内容を確認し、必
要事項を記入の上、町に返信してください。 

◇世帯の中に、令和５年１月２日以降に転入した人や所得の申告をしていない人がいる場合 
　対象世帯の判定ができないため、申請が必要です。添付書類（申請者本人確認書類・口座情報確認
書類・住民税課税証明書（住民税均等割のみかかっていることが確認できるもの）のそれぞれコピー
など）とともに、福祉課に直接または郵送でご提出ください。 

　住民税非課税世帯、住民税均等割のみ課税世帯のうち、平成１７年４月２日生まれ以降の児童がい
る世帯について、１人あたり５万円の支給をします。（こども加算） 
　物価高騰支援臨時給付金（７万円）の支給を既に受け、世帯状況、課税状況に変更がない世帯に
ついては、前回と同じ口座へ振込を行う予定です（通知書を送ります）。 
　均等割のみ課税世帯の支給対象として確認書が届いた方については、こども加算の確認書は別途
送ります。必要事項を記入して返送してください。 
　令和５年１２月２日以降に生まれた等、確認書等に記載されていない児童についての給付を申請す
る場合は、申請書（役場やホームページに様式はあります）で申請してください。 

◎１人あたり５万円のこども加算の支給について 

国民年金のお知らせ 国民年金のお知らせ 国民年金のお知らせ 国民年金被保険者の種類は職業などによって３種類あり、それ ぞれ加入手続きや保険料の納付方法が違います。 

種　類 

第１号 
被保険者 

第２号 
被保険者 

第３号 
被保険者 

対象者 

・学生 
・自営業者 
・無職　等 

・会社員 
・公務員　等 

第２号被保険者 
に扶養されてい 
る配偶者 

住民票のある市区 
町村役場へ届出 

勤務先で事業主が 
届出 

配偶者の勤務先経 
由で届出 

各自が納付 

勤務先で納付 
（給料から天引き） 

自己負担なし 
（配偶者が加入する 
年金制度が負担） 

加入の届出 保険料の納付方法 役場で手続きが必要なとき 

付加保険料を納付したいとき 
（国民年金保険料＋４００円） 

保険料免除等の申請をしたいとき 

会社を退職したとき 

増収や離婚等で配偶者に扶養されな 
くなったとき 

配偶者が厚生年金保険や共済組合等 
に加入していた会社を退職したとき 

※必要書類は事前にご確認ください。 問い合わせ先　ほけん年金課（内線３７９） 

１２ 

　虚偽により給付を申請した場合、不正受給（詐欺罪）に問われる場合があります。 注
 



■保険料額の通知について 
　個人ごとの保険料額は７月中旬に送付する保険料額決定通知書でお知らせします。 

（※１）昭和２４年３月３１日までに生まれた人および令和７年３月３１日までに障害認定により資格を取得さ

れた人は、令和６年度に限り、賦課限度額は７３万円になります。 

（※２）総所得金額等とは、収入額から次の控除額を引いた金額です。（公的年金等控除額、給与所得控除

額、必要経費。）ただし、所得控除額（社会保険料控除額、扶養控除額等）は含みません。 

（※３）（総所得金額等－４３万円）の額が５８万円（年金収入２１１万円相当）以下の人は、令和６年度に限

り、所得割率は１０.３２％になります。 

　後期高齢者医療制度の保険料率（均等割額と所得割率）は２年ごとに見直されます。 

　年間の保険料は一人ひとりが等しく負担する「均等割額」と

前年の所得に応じて負担する「所得割額」の合計となります。 

後期高齢者医療制度 

令和６・７年度の後期高齢者医療保険の保険料率が決定しました 

■兵庫県の保険料の計算方法 

均等割額 

５２，７９１円 

保険料額（年額） 

（上限８０万円）（※1） 

所得割額 

（総所得金額等（※２）－４３万円）×所得割率１１.２４％（※３） 
＝ ＋ 

問い合わせ先　・税務課　後期高齢者医療保険料担当（内線３４３） 
　　　　　　　・兵庫県後期高齢者医療広域連合（コールセンター）　　０７８－３２６－２０２１ 

１３ 

マイナンバーカード 
休日受付窓口を 
開設します　　 
　平日の昼間にカードの申
請や受け取りに来庁するこ
とが困難な人のために、休
日窓口を開設します。 

問い合わせ先　住民生活課 
　　　町民窓口係（内線３７１） 

事前電話予約制 

4月 

日　　時 

２８日 
（日） 

住民生活課 
　２２－０５６０ 
（内線３７１） 

場　所 

９：００ 
　 

１２：００ 
〜 

■保険料率 

令和６・７年度 

均等割額 所得割率 賦課限度額 

５２，７９１円 １１.２４％ ８０万円（※1） 

５０，１４７円 １０.２８％ ６６万円 令和４・５年度 
　子育てを全世代で支援する観点から、

後期高齢者医療制度が出産育児一時

金に係る費用の一部を支援する仕組

みが導入されます。また、後期高齢

者負担率の引き上げが行われます。 

令和６年度から 
後期高齢者医療制度の 
一部が改正されます 

4月から 手当の支給額が変わります 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７４） 

※一部支給の場合 

子ども１人の場合 

第２子加算額 

第３子加算額 

変更前（３月分まで） 変更後（４月分から） 

４４，１３０円～１０，４１０円 

１０，４１０円～　５，２１０円 

　６，２４０円～　３，１３０円 

４５，４９０円～１０，７４０円 

１０，７４０円～　５，３８０円 

　６，４４０円～　３，２３０円 

【特別児童扶養手当】※８月支払日から変更となります。 （月額） 

１級（重度障害） 

２級（中度障害） 

変更前（３月分まで） 

５３，７００円 

３５，７６０円 

５５，３５０円 

３６，８６０円 

変更後（４月分から） 

※全部支給の場合 

子ども１人の場合 

第２子加算額 

第３子加算額 

変更前（３月分まで） 変更後（４月分から） 

４４，１４０円 

１０，４２０円 

　６，２５０円 

４５，５００円 

１０，７５０円 

　６，４５０円 

【児童扶養手当】※５月支払日から変更となります。 （月額） 



文珠荘からの 
お知らせ 

文珠荘からの 
お知らせ 

問い合わせ先 
　文珠荘　　２２－４０５１ 

  
毎月第１月曜日 
　・第３月曜日 
  
≪要事前予約≫ 

詳しくは文珠荘にお
問い合わせ 
ください。 

歌声ピンポン 

折り紙教室 

戸籍の証明書の請求が便利になりました 
～令和６年３月１日から戸籍の証明書の広域交付制度が開始されました～ 

制度の詳細はこちらで確認できます。 

法務省　戸籍法改正 検 索 法務省HP

 

　本人の戸籍証明書等だけではなく、夫又は妻（配偶者）、父母や祖父

母など（直系尊属）、子や孫など（直系卑属）の戸籍証明書等も請求で

きます。 

 

 

○戸籍証明書等を請求できる人（上記参照）が市区町村の戸籍担当窓口

に来庁して請求する必要があります。 

　郵送や代理人による請求はできません。 

○窓口に来庁する人の本人確認のため、顔写真付きの本人確認書類が必

要です。 

・運転免許証 

・マイナンバーカード 

・パスポートなど 

※健康保険証、介護保険証や年金手帳など顔写真付きでないものは、複数提示をしても広域交付を利用

する際の本人確認書類にはなりません。 

○コンピュータ化されていない戸籍証明書は請求できません。 

○利用時間は平日の８：３０から１７：１５までです。土日祝、及び金曜日の窓口延

長時間帯には広域交付はご利用いただけません。 

○システム障害により窓口で発行できない場合があります。その際は、本籍

地の窓口もしくは郵便請求をご案内させていただく場合があります。 

○他の市区町村の戸籍をお調べするため、通常の戸籍証明書等の交付よりお

時間を要します。請求される戸籍の内容によっては長時間もしくは数日を

要する場合がありますので、時間に余裕を持ってお越しください。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７４） 

広域交付で戸籍証明書等を請求できる人 

 

　本籍地以外の市区町村の窓口でも、戸籍証明書・除籍証明書を請求できる制度です。 

広域交付制度とは 

ご利用にあたっての注意事項 

本籍地が遠くにある方でも、 
最寄りの市区町村の窓口に 
請求できます！ 

ほしい戸籍の本籍地が全国 
各地にあっても、１か所の 
市区町村の窓口にまとめて 
請求できます！ 

母 

本
人 

配
偶
者 

き
ょ
う 

だ
い 

子 

孫 

父 

１４ 



国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
届
は
お
早
め
に 

　
会
社
を
退
職
さ
れ
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
に
加
入
す
る
場

合
、
ま
た
就
職
な
ど
に
よ
り
社

会
保
険
に
加
入
し
国
保
か
ら
脱

退
す
る
場
合
は
、
必
ず
届
出
が

必
要
で
す
。 

 

◆
国
保
へ
加
入
す
る
場
合 

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
） 

・
直
近
の
社
会
保
険
喪
失
証
明

書
な
ど
、
社
会
保
険
を
い
つ

喪
失
し
た
か
が
わ
か
る
証
明

書
（
離
職
票
は
不
可
） 

・
手
続
き
に
来
ら
れ
る
人
の
本

人
確
認
証
明
書
（
官
公
署
発

行
の
顔
写
真
つ
き
の
も
の
） 

※
別
世
帯
の
人
が
手
続
き
に
来

ら
れ
る
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。 

　
退
職
後
す
ぐ
に
届
出
を
せ
ず
、

後
日
届
出
を
し
た
場
合
で
も
、

国
保
加
入
日
は
直
近
の
社
会
保

険
を
脱
退
し
た
日
で
す
。
国
保

税
は
そ
の
社
会
保
険
の
脱
退
日

ま
で
最
長
３
年
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 
◆
国
保
か
ら
脱
退
す
る
場
合 

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
） 

・
社
会
保
険
被
保
険
者
証
（
社

会
保
険
加
入
に
よ
り
国
保
を

脱
退
す
る
人
全
員
の
証
） 

・
返
却
い
た
だ
く
国
保
証 

・
手
続
き
に
来
ら
れ
る
人
の
本

人
確
認
証
明
書
（
官
公
署
発

行
の
顔
写
真
つ
き
の
も
の
） 

※
別
世
帯
の
人
が
手
続
き
に
来

ら
れ
る
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。 

　
社
会
保
険
の
資
格
取
得
日
以

降
に
国
保
証
を
使
用
し
て
治
療

を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
、
総
医

療
費
（
１０
割
）
か
ら
自
己
負
担

額
を
除
い
た
分
を
返
金
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 
 

問
い
合
わ
せ
先 

　
ほ
け
ん
年
金
課
　
国
保
係 

　（
内
線
３
５
５
・
３
７
９
） 

就学援助金・通園補助金 
のお知らせ 

６５歳以上の高齢者を対象に 

補聴器の購入費を助成します 

　特別支援学校や障がい福祉サービス提供
事業所に通う人に「就学援助金」や「通園
補助金」が支給されます。  
就学援助金対象者 
特別支援学校に就学する児童生徒の保護
者  
通園補助金対象者 
　町外の障がい福祉サービス提供事業所に
週３回以上通う人 
※無料送迎利用の場合や事業所から交通費
の補助がある場合は支給されないことが
あります。 
※福祉車両等助成事業や他の法令等により
交通費の支給がある場合は対象外です。  
問い合わせ先　 
　　福祉課　町民福祉係（内線３６５） 

　福崎町では、補聴器を装用することで、
日常生活の質を維持しながら住み慣れた地
域で暮らすことができるよう、補聴器の購
入に要する費用の一部を助成します。 
対象者　次の①～④すべてに該当する人 
①町内に住所を有する６５歳以上の人 
②聴覚障害による身体障害者手帳の対象
とならない人 
③両耳の聴力レベルが４０デシベル（dB）
以上７０dB未満の人、又は片耳の聴力
レベルが７０dB以上で、他方の耳の聴
力レベルが７０dB未満の人 
④耳鼻咽喉科の医師の診断を受け補聴器
の必要性を認める書類（医師意見書）
を受けた人 

助成内容　上限３０，０００円（１人１回限り） 
※片耳、両耳問わず上限３０，０００円です。 
※受診・検査費用や文書料、送料等は自
己負担。 
※申請前に購入されたものは助成の対象
となりません。 

問い合わせ先　 
　　福祉課　高年福祉係（内線３５４） 

春の全国交通安全運動 

　自動車を運転するときは、暗くなる前に早めのライト
点灯を心がけましょう。危険をいち早く察知して交通事
故を回避するため、対向車や先行車がいないときはハイ
ビームを効果的に活用してください。交通事故に遭わな
い、起こさないように安全運転を心がけましょう。 

（福崎警察署・住民生活課） 

4月6日（土）～15日（月） 
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農業委員会

農業委員会 
だより 

　相続や遺贈により取得した財産の価格が基礎控除額を超える場合、相

続税が課税されます。農地については、一定の要件を満たす場合に特例

として相続税の納税猶予が受けられる場合があります。 

　納税猶予額は下記の①～③のいずれかに該当したときに 

免除されます。 

 

 

 

 

　なお、納税猶予額の免除が確定する前に、納税猶予適用農地を転用、譲渡、農業を廃止した場合などに

は納税猶予額の全部または一部の納税猶予が打ち切られ、猶予税額及び利子税を支払うこととなります。

詳しい制度の内容については姫路税務署までお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　

農地の相続税の特例について 

①死亡の日まで農業を営んでいた者 

②生前一括贈与（贈与税納税猶予）を

した者 

③死亡の日まで特定貸付けを行ってい

た者 

①相続人が死亡した場合 
②相続人が納税猶予の特例の適用を受けた農地等を農業後継者に生前一括贈与した場合 
③市街化区域内の農地等でその相続人が原則２０年間農業経営を継続した場合 

納税猶予を受けるための要件 
被相続人の要件 

①相続税の申告期限までに農業経営を
開始し、その後、引き続き農業経営
を行う者 
②贈与税の納税猶予を受けた受贈者で、
農業者年金の特例付加年金を受給す
るため特定貸付けまたは営農困難時
貸付けを行っていた者 

農業相続人の要件 

■狩猟免許とは 
　狩猟期間中にシカやイノシシなどの狩猟鳥獣を捕獲
するのに必要な資格です。 
　また、県や市町の許可を受けて実施する有害鳥獣捕
獲にも原則必要です。 
■狩猟の楽しみと公益性 
　狩猟は、ハンティングや料理を楽しむという魅力の
ほか、農林業被害を与える野生動物の生息頭数を適正
に管理するという公益性も兼ね備えています。 
■免許の種類 
・網猟（主に鳥類）　　・わな猟（獣類のみ） 
・第一種銃猟（装薬銃、空気銃） 
・第二種銃猟（空気銃） 
■問い合わせ先　兵庫県環境部自然鳥獣共生課（　０７８－３４１－７７１１（内線３３４２）） 

令和６年度　狩猟免許試験のご案内 

申込期間　５月１３日（月）～５月３１日（金） 

１
回
目

 

７月６日（土） 

７月１３日（土） 

７月２６日（金） 

８月３日（土） 

洲本市（※わな猟のみ） 

養父市 

神戸市 

姫路市 

申込期間　７月１６日（火）～８月１３日（火） 

２
回
目 

９月６日（金） 

９月１５日（日） 

９月２１日（土） 

神戸市 

姫路市 

神戸市 

申込期間　１０月１日（火）～２５日（金） 

３
回
目 

１１月３０日（土） 姫路市（※わな猟のみ） 

■試験日及び会場 

　狩猟免許試験を受験する人を対象に、知識・技
能に関する講習会を実施する予定です。 
　詳細は、５月上旬に兵庫県猟友会ホームページ
でお知らせします。 
問い合わせ先　 
一般社団法人兵庫県猟友会（　０７８－３６１－８１２７） 

初心者狩猟講習会のご案内 
　福崎町では、野生動物から農作物を守るため、
また、有害鳥獣駆除の担い手の確保・育成に向けて、
新たに狩猟免許を取得された人に、その取得費用
の一部を助成しています。 
　対象者などの詳細については、お問い合わせく
ださい。　　問い合わせ先　農林振興課（内線３１５） 

福崎町農林業後継者育成支援事業について 

相続 
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４月１６日（火）・５月２１日（火）　１０：００～１４：００ 
場所：文化センター　２階　和室　※託児あり 
専門相談員：大内和惠 
※申し込みは下記の３施設で受け付けます。 

個別相談（１日３組まで） 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレス https://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★行事への参加は、福崎町に在住の子どもとその保護者に限ります。 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.lg.jp

☆４月の製作『こいのぼり』 
　４月１８日（木） 
　製作時間：約２０分 
☆５月の製作『おさんぽかたつむり』 
　５月１６日（木） 
　製作時間：約２０分 

　申込みは不要です。材料はこちらで用意します。

９:３０～１１:００の都合のよい時間におこしください。

先着２０人の参加とさせていただきます。 

場所　にこにこひろば 

対象　就学前の子どもとその保護者 

 

 

 

 

 

 

※問い合わせはにこにこひろばへ 

　講話のあとは親子でわらべうたを楽しみます。

ぜひご参加ください。 

日　時　５月１５日（水）１０：００～１１：００ 

場　所　文化センター　小ホール 

講　師　福崎町個別相談 

　　　　　専門相談員　大内和惠さん 

申込先　ともだちひろば 

　親子で一緒に絵本や手あそ 

び、リズムあそび等を楽しみ 

ましょう。 

 

 

 

 

対　象　就園前の子どもとその保護者 

定　員　各回１０組程度 
申込先　おひさまらんど 

日　時 場　所 

２３日（木） 

２８日（火） 

１０：００～ 八千種研修センター 

文化センター（小ホール） １０：００～ 

5月 

　同じ年齢の子どもと、親（保護者）が集い、

親子でさまざまな「あそび」を体験します。 

　小さな子どもと一緒に豊かな時間をすごしま

しょう。 

 

 

 

 

 

月１回程度活動しています。 

いつからでも、参加することができます。 

※問い合わせは、ともだちひろばへ 

０歳児………金曜日 

１歳児………水曜日 

２歳児から…火曜日 

（Ｒ６.４.１現在の年齢） 

　子どもは大人たちによって愛情豊かに育まれ、
生体リズムに調和した生活リズムを整えるこ
とで、朝から大脳のはたらきが活発になり、
生き生きとした活動ができます。 
　親も子も心穏やかな一日が送れます。 
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４
月
か
ら
給
食
共
同
調
理
セ
ン

タ
ー
の
調
理
及
び
配
送
業
務
を
、

令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
「
コ
ー

ベ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
」
に
委
託
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
期
間
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
の

３
年
間
で
す
。
献
立
の
作
成
や
食

材
の
発
注
な
ど
、
そ
の
他
の
業
務

は
今
ま
で
ど
お
り
町
が
実
施
し
ま

す
。 

　
学
校
給
食
の
質
を
維
持
し
な
が

ら
、
民
間
業
者
の
専
門
的
な
知 

識
・
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
も
安
全
・
安
心
な
学
校

給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

（
給
食
セ
ン
タ
ー
） 

       

   

　
神
崎
郡
内
在
住
で
、
働
く
こ
と

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
１５
歳
か
ら
お
お
む
ね

４９
歳
ま
で
の
人
や
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
出
張
相
談
カ
フ
ェ
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

開
催
日
　
４
月
２６
日
（
金
） 

①
１０
時
〜
②
１１
時
〜
③
１２
時
〜 

　
各
１
名
ず
つ
・
予
約
制 

会
場
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

申
込
締
切
　
４
月
２６
日（
金
） 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ 

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
市
川 

町
・
神
河
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
町
役
場
　
地
域
振
興
課 

　
２２
・
０
５
６
０
（
内
線
３
９
３
） 

    

　
発
達
障
が
い
に
関
す
る
出
張
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
費
用
無
料
。 

日
時
　
５
月
１６
日（
木
） 

①
９
時
３０
分
〜
②
１０
時
４０
分
〜 

③
１３
時
１０
分
〜
④
１４
時
２０
分
〜 

⑤
１５
時
３０
分
〜 

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

対
象
　
年
齢
制
限
な
し 

※
個
人
、
学
校
・
企
業
関
係
者
の

相
談
も
可
能
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
ひ
ょ
う
ご
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ

ー
上
郡
ブ
ラ
ン
チ 

　
０
７
９
１
・
５６
・
６
３
８
０ 

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
７
９
１
・
５６
・
６

３
７
１ 

      

　
２
月
２４
日
、
た
つ
の
市
交
歓
柔

道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
４
年
個
人
の
部
】 

第
２
位
　
志
水
颯
真
（
福
崎
小
） 

【
６
年
個
人
の
部
】 

第
２
位
　
穴
田
結
絆
（
福
柔
協
） 

第
２
位
　
井
上
雅
稀
（
福
柔
協
） 

             

　
３
月
９
日
、
第
１
体
育
館
で
、

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
家
族
や
友
達
と
チ
ー
ム

を
組
ん
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
な
が
ら
楽
し
く
競
技
を

行
い
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

◆
Ａ
レ
ー
ン
の
部 

優
　
勝
　
ク
ッ
キ
ー 

◆
Ｂ
レ
ー
ン
の
部 

優
　
勝
　
Ｋ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｍ
ａ 

◆
Ｃ
レ
ー
ン
の
部 

優
　
勝
　
卓
球
同
好
会 

              

日
時
　
５
月
１１
日（
土
） 

　
　
　
８
時
１５
分
受
付
予
定 

※
予
備
日
５
月
１２
日（
日
） 

場
所
　
さ
る
び
あ
ド
ー
ム 

チ
ー
ム
構
成
　
町
内
在
住
・
在
勤

者
６
人
で
チ
ー
ム
を
編
成 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
（
１

チ
ー
ム
５
０
０
円
）
を
添
え
て
第

１
体
育
館
へ
。 

申
込
受
付 

４
月
１６
日（
火
）〜
５
月
５
日（
日
） 

注
意
事
項 

①
必
ず
６
人
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

②
各
チ
ー
ム
３
人
ず
つ
に
分
か
れ

て
他
チ
ー
ム
と
組
み
、
相
互
審

判
で
競
技
し
ま
す
。 

③
メ
ン
バ
ー
変
更
は
、
登
録
の
な

い
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

   

日
時
　
５
月
２５
日（
土
） 

　
　
８
時
３０
分
発
　
※
雨
天
決
行 

集
合
場
所
　
体
育
館
東
駐
車
場
発 

行
き
先
　
三
木
山
総
合
公
園 

定
員
　
４０
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費

（
１
人
１
０
０
０
円
）
を
添
え
て

第
１
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
電
話
で
の
申
込
は
不
可
） 

募
集
期
間
　
４
月
１６
日（
火
）〜 

そ
の
他
　
①
参
加
者
は
傷
害
保
険

に
加
入
し
ま
す
。 

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
・
ビ
ギ 

ナ
ー
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ポ
ー

ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

③
１
人
で
２
人
分
ま
で
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

    

日
時
　
６
月
３０
日（
日
） 

　
午
前
８
時
０４
分
〜
ス
タ
ー
ト 

ス
ポ
ー
ツ 

柔
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
参
加
者
募
集 

優勝のみなさん 

ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
参
加
者
募
集 

町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集 

「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
！
」
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

１８ 

お知らせ 

information

給
食
共
同
調
理
セ
ン
タ
ー
の
調

理
等
業
務
委
託
業
者
に
つ
い
て 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
　
出
張
相
談
カ
フ
ェ 

ひ
ょ
う
ご
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
　
無
料
出
張
相
談
会 



場
所
　
福
崎
東
洋
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

　
　
　
（
　
２２
・
１
２
４
８
） 

募
集
人
数
　
４０
組
１
６
０
人 

　
　
　
　
　
（
先
着
順
） 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
、

高
校
生
以
下 

競
技
方
法
　
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式 

参
加
費
　
１
５
５
０
０
円
（
プ 

レ
ー
フ
ィ
、
昼
食
代
、
賞
品
代
、

会
食
代
含
む
） 

※
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。 

※
高
校
生
以
下
プ
レ
ー
フ
ィ
補
助

あ
り
。
表
彰
式
あ
り
。 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
１４
日 

（
金
）
ま
で
に
福
崎
東
洋
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
２３
・
１
３

３
８
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

春
寒
し
　

図
書
の
返
却
　

今
日
限

り
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

大
声
出
し
　

鬼
門
に
撒
け
る
　

追

儺
豆
　
　
　
　
　
大
野
　
宗
範 

 

春
寒
し
　

傘
な
き
二
人
　

雨
に
会

い
　
　
　
　
　
　
鬼
本
　
　
修 

 

寒
暖
計
　

吊
る
す
老
い
部
屋
　

寒

の
明
け
　
　
　
　
佐
藤
　
純
子 

早
足
の
　

登
校
の
子
ら
　

浅
き
春 

　
　
　
　
　
　
　
尾
藤
こ
と
よ 

 

米
寿
誕
生
　

独
り
で
祝
う
　

春
立

つ
日
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

絵
文
字
入
れ
　

娘
よ
り
初
春
の
　

便
り
あ
り
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

樹
医
手
入
れ
　

老
樹
に
薫
る
　

梅

の
花
　
　
　
　
　
福
島
　
紀
子 

 

春
寒
や
　

縄
文
土
偶
の
　

大
き
な

眼
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

こ 

は
る
ざ
む 

俳

句

会 

短

歌

会 

折
込
の
半
額
チ
ラ
シ
妻
見
つ
け
ニ
ヤ
リ
と
笑
み
て

吾
の
目
を
見
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
正 

 

剪
定
の
仕
事
は
睦
月
も
忙
し
く
て
か
じ
か
む
指
に

頼
み
の
カ
イ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
　
定
信 

 

雲
間
よ
り
光
は
射
し
て
輝
け
ば
瓦
礫
の
隙
に
小
さ

き
花
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
　
　
節
子 
 

日
お
も
て
の
黄
楊
の
垣
根
に
群
雀
　
と
ろ
り
と
ろ

り
と
目
を
つ
む
り
お
り
　
　
　
　
　
岡
田
惠
美
子 

 

川
面
舞
う
広
が
る
翼
寒
空
を
２
羽
寄
り
添
い
て
彼

方
何
処
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
り
　
と 

復
興
の
進
ま
ぬ
能
登
の
テ
レ
ビ
観
る
吾
は
セ
ー
タ

ー
の
毛
玉
取
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
小
山
　
　
満 

 

紀
元
前
す
で
に
自
由
と
民
主
主
義
を
求
め
戦
い
し

と
う
ギ
リ
シ
ア
戦
争
　
　
　
　
　
　
久
野
　
　
盈 

 

銘
仙
の
着
物
を
次
々
と
布
団
に
せ
し
あ
の
カ
タ
ツ

キ
布
団
如
何
に
せ
し
か
な
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

一
日
に
歯
科
と
内
科
の
受
診
あ
り
付
き
添
い
く
る

る
娘
の
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
正
剛 

 

草
刈
機
の
エ
ン
ジ
ン
停
め
て
振
り
向
け
ば
明
神
山

に
夕
靄
か
か
る
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

つ
　
げ 

１９ 

参加料無料 

クラブ 
マスコット 
「モーヴィ」 

　プロサッカーチーム・ヴィッセル神戸から所属コーチをお招きし、小
学生・こども園児（５歳児）対象のサッカー教室を開催します。 
　みんなでサッカーを楽しみましょう！ 
日　　時　５月２５日（土）１０：００～１１：３０（※９：３０受付）※雨天決行 
会　　場　さるびあドーム（町民第３グラウンド）または浄化センター芝生広場 
講　　師　ヴィッセル神戸所属インストラクター 
定員先着　５０名（うちこども園児２０名まで） 
参 加 者　福崎町内の小学生・こども園児（５歳児） 
申込方法　４月１４日（日）以降、お申し込みください。 
　　　　　※電話でのお申し込みはできません 
持 ち 物　サッカーボール（お持ちの人）・運動靴 
　　　　　・運動のできる服装・飲み物 
主　　催　福崎町教育委員会 
申し込み・問い合わせ先　第１体育館（担当：松岡・藤井） 
　　　　　　　２２－１１５３／FAX２２－７３０１ 

福崎浄化センター東側・さるびあ公園の河津桜 



４/１７・５/１（第１・３水曜日） 
＊１３：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

なやみごと相談 
４/１７（第３水曜日） 
＊１０：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

人 権 相 談 
４/１７（第３水曜日） 
＊１３：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

行 政 相 談 
４/２２（第４月曜日） 
＊１３：３０～　　　 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

心を開く親の会 

母 子 相 談 （随時受付。電話で予約をしてください。）中播磨健康福祉事務所　　０７９－２８１－９２１０ 

各 

種 

相 

談 

２０ 

住宅のバリアフリー改修費を助成します 『人生いきいき住宅助成事業』 
　高齢者や障がいのある人が住み慣れた住宅で安心して暮らせる住環境を整備するために、既存住宅の改造に要
する費用の一部を助成し、人にやさしい住まいづくりの実現を図ります。 
　助成対象となる工事は、申請年度の３月中旬までに工事の完了報告ができるものに限ります。 

◆増改築を伴うバリアフリー改造をする場合、「住宅改造・一般型」や「住宅改造・特別型」の助成に加算があ
ります。 

共通事項　●助成には生計中心者の所得制限があります 
　　　　　●昭和５６年５月以前に建築された住宅の場合、耐震診断が必要です 

申請・問い合わせ先　福祉課　高年福祉係（内線３５４） 

区　分 

対象世帯 

対象工事 

助 成 額 

「増改築・一般型」「増改築・特別型」 

高齢者や障がいのある人に配慮した既存住宅のバリアフリー改造で、増改築を伴うもの 

「③１５万円/㎡×増改築部分面積」（上限１５０万円）×（特別型の場合）１/３・（一般型の場合）１/６ 

○住宅改造の一般型または特別型の対象世帯 
○住宅改造の一般型または特別型の対象者と同居を予定している世帯 

区　分 住宅改造・一般型 住宅改造・特別型 

対象世帯 

対象工事 

補助要件 

助 成 額 

高齢者（６５歳以上の人）の 
いる世帯 

高齢者や障がいのある人に配慮した既存住宅のバリアフリー改造 

２か所以上の手すり取付、 
または屋内の段差解消 

住まいの改良相談員の承認 

「①助成対象工事費」×「②助成率」 
①介護保険などの住宅改修費（２０万円）とあわせて上限１００万円 
②助成率：１/３～全額（所得・課税状況により異なります。） 

助成対象工事費に応じた定 
額（上限：１５万円） 
※助成対象工事費が７万５千円 
　未満の工事は助成対象外です。 

○介護保険制度の要介護または要支援認定を受けた被保険者 
　のいる世帯 
○身体障害者手帳、療育手帳の交付を受けた者のいる世帯 

日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

 

13 
 

19 
 
20 

27 
 

29 
 

5/1 
3

 

土 
 

金 
 
土 

土 
 

月・祝 
 
水 
金・祝 

9:00 
9:30 
11:00 

 
 

9:00 
14:00 
9:00 

 
11:00 
11:00 
11:00

～６/２（日） 
要申込 
 
 
～２１日（日） 
～５/３１（金） 
 
～５/２６（日） 
 
 
 
～５日（日・祝） 

柳田國男・松岡家記念館 
さるびあドーム 
図書館 
 
町内各所 
歴史民俗資料館 
図書館 
三木家住宅 
 
八千種小学校前 
図書館 
エルデホール 

柳田國男・松岡家記念館 
第１体育館 
図書館 
保健センター 
文化センター 
歴史民俗資料館 
図書館 
社会教育課 
図書館 
FukuFes.事務局 
図書館 
FukuFes.事務局 

松岡映丘画稿展～中世日本のお話～ 
スポーツフェスティバル 
おはなし会 
食育の日 
オープンガーデンなかはりま２０２４（前期） 
歴民企画展「教科書展－地理編－」 
子ども映画会 
三木家住宅「五月人形展」 
フクちゃん読書の日 
FukuFes. 
えほんのじかん 
FukuFes.

（開催中） 



２１ 

　
福
崎
町
の
友
好
都
市
、
岩
手
県

遠
野
市
で
す
。
令
和
６
年
８
月
で

福
崎
町
と
の
友
好
都
市
共
同
宣
言

か
ら
、
１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
誌
面
を
お
借
り
し

て
、
今
月
か
ら
全
５
回
の
連
載
に

よ
り
、
遠
野
市
の
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

遠
野
市
の
概
要 

　
遠
野
市
は
、
東
西
、
南
北
と
も

に
約
３８
　
、
総
面
積
は
８
２
５
・

９
７
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
岩
手
県
を
縦
断
す
る
北
上
高
地

の
中
南
部
に
位
置
し
、
内
陸
と
沿

岸
を
結
ぶ
交
通
と
産
業
の
要
衝
に

あ
り
、
標
高
１
９
１
７
ｍ
の
早
池

峰
山
を
最
高
峰
に
、
標
高
３
０
０

ｍ
〜
７
０
０
ｍ
の
高
原
群
が
周
囲

を
囲
み
、
市
域
の
中
央
部
の
遠
野

盆
地
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
ま

す
。 

　
冷
涼
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
環

境
を
生
か
し
た
農
林
畜
産
業
を
基

幹
産
業
と
し
、
水
稲
を
中
心
に
、

野
菜
や
ホ
ッ
プ
、
花
な
ど
の
農
産

物
と
畜
産
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合

経
営
が
さ
れ
て
お
り
、
日
本
一
の

乗
用
馬
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。 

　
四
季
が
織
り
成
す
豊
か
で
美
し

い
広
大
な
自
然
は
、
日
本
の
原
風

景
と
し
て
全
国
の
多
く
の
人
々
に

親
し
ま
れ
て
お
り
、
「
永
遠
の
日

本
の
ふ
る
さ
と
遠
野
」
を
市
の 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
ま

す
。 

柳
田
國
男
と
『
遠
野
物
語
』 

　
豊
か
な
自
然
を
今
も
残
す
遠
野

の
文
化
の
根
底
に
は
、
明
治
４３
年

に
誕
生
し
た
『
遠
野
物
語
』
が
あ

り
ま
す
。 

　
『
遠
野
物
語
』
は
、
遠
野
の
地

勢
に
は
じ
ま
り
、
神
々
の
由
来
、

天
狗
や
河
童
、
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
、

魂
の
行
方
、
神
隠
し
や
わ
ら
べ
歌

な
ど
、
遠
野
に
伝
わ
る
不
思
議
な

話
が
１
１
９
話
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
民
話
の
舞

台
と
な
っ
た
地
域
が
、
現
在
も
市

内
各
地
に
残
っ
て
お
り
、
遠
野
の

観
光
資
源
と
し
て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
『
遠
野
物
語
』
を
発
刊
し

た
人
こ
そ
、
福
崎
町
出
身
の
日
本

民
俗
学
の
父
柳
田
國
男
に
な
り
ま

す
。 

　
柳
田
國
男
の
縁
に
よ
り
、
福
崎

町
と
遠
野
市
は
友
好
都
市
と
な
り
、

福
崎
秋
ま
つ
り
や
遠
野
市
産
業
ま

つ
り
へ
の
出
店
を
通
じ
、
特
産
品

の
販
売
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
等
、
交
流

を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

      

　
柳
田
國
男
は
、
農
商
務
省
に
入

省
後
、
農
村
視
察
・
調
査
体
験
や

遠
野
市
出
身
の
佐
々
木
喜
善
と
の

出
会
い
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
風

俗
・
文
化
の
中
か
ら
日
本
人
の
特

質
を
求
め
る
学
問
を
志
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
明
治
４３
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
遠

野
物
語
』
は
、
日
本
民
俗
学
の
出

発
を
告
げ
る
記
念
碑
と
も
な
り
ま

し
た
。 

       

　
佐
々
木
喜
善
は
、
明
治
１９
年
に

遠
野
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
早
稲

田
大
学
在
学
中
に
柳
田
國
男
と
出

会
い
、
遠
野
の
話
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
れ
が
遠
野
で
の
「
目
前
の
出
来

事
」
、
「
現
在
の
事
実
」
と
し
て

『
遠
野
物
語
』
に
結
実
し
ま
し
た
。 

　
佐
々
木
喜
善
が
民
俗
学
に
果
た

し
た
大
き
な
業
績
は
昔
話
の
採
集

で
、
そ
の
先
駆
的
な
業
績
か
ら
、

折
口
信
夫
や
金
田
一
京
介
は
、 

佐
々
木
喜
善
を
「
日
本
の
グ
リ 

ム
」
と
讃
え
て
い
ま
す
。 

『
遠
野
物
語
』
の
世
界 

　
１
１
９
話
の
う
ち
の
一
話
を
、

口
語
訳
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

第
八
話
　
黄
昏
時
に
女
性
や
子
ど

も
が
家
の
外
に
出
て
い
る
と
神
隠

し
に
あ
う
の
は
、
他
の
地
域
で
も

あ
る
こ
と
。
松
崎
村
の
寒
戸
と
い

う
所
の
民
家
で
、
若
い
女
性
が
梨

の
木
の
下
に
草
履
を
脱
ぎ
捨
て
た

ま
ま
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
。
三

十
年
余
り
過
ぎ
た
あ
る
日
、
親
戚

が
そ
の
家
に
集
ま
っ
て
い
る
と
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
女
性
が
年
を

と
っ
た
姿
で
帰
っ
て
き
た
。
親 

戚
が
「
ど
う
や
っ
て
帰
っ
て
き 

た
。
」
と
聞
く
と
、
女
性
は
「
皆

に
会
い
た
か
っ
た
の
で
帰
っ
て
き

た
が
、
ま
た
行
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
」
と
再
び
い
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
日
は
風
の
激
し

く
吹
く
日
で
あ
っ
た
。
遠
野
の
人

は
、
今
で
も
風
の
激
し
い
日
は 

「
今
日
は
サ
ム
ト
の
婆
が
帰
っ
て

き
そ
う
な
日
だ
。
」
と
言
う
。 

 

　
こ
の
よ
う
に
『
遠
野
物
語
』
は
、

現
在
も
残
る
集
落
や
実
在
し
た
人

物
が
登
場
す
る
話
を
集
め
た
民
話

集
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
代
の
遠

野
に
生
き
る
我
々
遠
野
市
民
に 

と
っ
て
身
近
な
存
在
で
も
あ
り
ま

す
。 

　
今
月
は
福
崎
と
遠
野
の
関
係
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。
次
号
か
ら
、

遠
野
の
魅
力
を
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
。 

（
遠
野
市
役
所
観
光
交
流
課
） 

柳田國男 佐々木喜善 

第一弾 

福崎と遠野 

さ
む
と 

きぜん 

とおの  

高清水展望台からの市街地全景 



No.432
福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

新年度が始まります！ 
朝日を浴びて、朝ごはんを食べてこころもからだも元気アップしましょう　 

　帯状疱疹の予防接種について、現在、国が定期接種化の検討を行っていますが、現時点では対象ではないため、
任意の予防接種（自費診療）となります。帯状疱疹ワクチンは、発症を抑制し、重症化や後遺症の予防につなが
ります。 
　福崎町では、令和６年４月１日以降、満５０歳以上の人を対象に、帯状疱疹予防接種を希望する人に接種費用
の一部を１回に限り助成します。希望する人は、保健センターまでお越しください。 

　帯状疱疹は、水痘（水ぼうそう）のウイルスが原因で起こる痛みをともなう皮膚の疾患です。水痘にかかった
ことがある人なら、誰でもかかる可能性があります。水痘は、治った後もそのウイルスが体内に潜伏し、加齢や 
疲労、ストレス等で免疫力が低下した時に、再び活性化し、帯状疱疹として
発症します。 

２２ 

助 成 額  上限４,０００円（但し、生活保護世帯の人は上限８,０００円助成） 
・乾燥弱毒性水痘ワクチン（ビゲン）　　　　　　　　接種回数：１回 
・乾燥組換え帯状疱疹ワクチン（シングリックス）　　接種回数：２回 

指定医療機関で接種する場合は、事前に保健センターへ申請し、予診票の交付を受けてください。
申請時には、保険証等住所・生年月日の確認できる書類を持参してください。予診票と予防接
種手帳を持参して、指定医療機関で接種してください。接種費用から助成額を差し引いた金額
を医療機関にお支払いください。 
※指定医療機関以外で接種する場合も事前に保健センターへ申請が必要です。 

対象となる
ワ ク チ ン  

助 成 方 法  

○アキタケ診療所　　　　○城谷医院　　　　　　　　　○ミナミ整形外科・内科循環器科 
○田村眼科　　　　　　　○山田医院　　　　　　　　　○橋本じゅん整形外科 
○吉田クリニック　　　　○ひらの内科クリニック　　　○むらかみ泌尿器科クリニック 
○おおにしクリニック（内科かかりつけの人のみ）　　　○マサキ・さくらい診療所 
○松岡クリニック 

指定医療機関 

定 期 接 種  キャッチアップ接種  

小学６年生～ 
高校１年生相当の女子 

４月に予診票と 
リーフレットを郵送 
（中学１年生及び　　 
　高校１年生の女子） 

接種回数：２～３回 

平成９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ
の女性で、過去にＨＰＶワクチンの接種を合
計３回受けていない人 

４月に上記対象者へリーフレットを郵送 
※接種を希望する人は、予診票をお渡ししますので、
母子健康手帳を持参のうえ、保健センターまで
お越しください。 

接種回数：残りの回数 

●令和７年３月末に、６５
歳になる人のうち、過
去に一度もこの予防接
種を受けていない人 

●６０～６４歳の人で、内部
障害を有する人 

接 種 費：２,０００円 
接種期限：令和７年３月３１日 
◇対象年齢の方には４月上旬に
予診票を郵送します。 

◇肺炎球菌の予防接種は、５年
経過すると抗体価が下がりま
すので、５年ごとの接種（任
意）をおすすめします。かか
りつけ医にご相談ください。 

◎厚生労働省のホームページでは、ＨＰＶワクチンに関する情報を
ご案内しています。 

　ＨＰＶワクチンの積極的勧奨の差し控えにより、定期接種の機会を逃
した人への接種（キャッチアップ接種）が令和７年３月末で終了します。
公平な接種機会を確保する観点から、定期接種と同様に無料接種できま
すので、希望する人は早めに接種してください。 
　予防接種を受けることで、子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウ
イルスの感染を防ぐことができます。接種については、下記厚生労働省
ホームページ等をご覧いただき、ご検討ください。 

兵庫県　帯状疱疹 検索 

厚労省　HPV 検索 

高齢者肺炎球菌 
（定期）予防接種のお知らせ 

子宮頸がん（HPV）ワクチン 
キャッチアップ接種が令和７年３月末で終了 

対
　
象
　
者 



保健センターだより 

　令和６年４月１日から、産婦健康診査費用の

助成を行います。出産後の心身の回復や授乳状

況などお母さんの健康状態を確認する大切な健

診です。 

 

 

 

 
 

　出産予定日が令和６年４月１日以降の人には

助成券を郵送します。令和６年４月１日以降に

健診を受診し、助成券をお持ちでない人は償還

払いとなります。福崎町保健センター窓口にお

越しください。（償還払いに必要なもの：領収

書、印鑑、振り込み口座が分かるもの） 

　意向調査票兼申込書は、ピンク色の封筒で世

帯主宛に郵送しています。お早めの提出をお願

いします。 

　書類は保健センター窓口においているほか、

町ホームページからもダウンロードできます。 

※健（検）診は必ず事前の申し込みが必要です 

町ぐるみ健診意向調査票兼申込書 
令和６年度 もう提出しましたか？ 

２３ 

　春は心地よく、思い出の詰
まった季節です。この季節に
なるといつも大学時代を思い出します。京都大学
に入学し人生初めての一人暮らしは、京間６畳の
簡素な空間で始まりました。卒業の年にはシルク
ロードをたどる身一つの旅をしました。黄砂のた
め火星のように赤く立ち込める曇天に圧倒され、
逃せば次はいつ来るかわからない長距離列車の切
符を友人のくじ運で勝ち取ったときの高揚感、懐
かしい人生の一ページです。 
　今回は生活習慣病についてお話しします。たばこ、
運動、食事など生活習慣は多くの病気と関連して
います。血糖、血圧、コレステロールが高くなる
病気（糖尿病、高血圧、脂質異常症）は生活習慣
病といわれ、６０歳代で患者さんの数はピークに達
します。近年、より若い患者さんが増えており、

子供の時からの脂肪の多い食事摂取や運動不足が影響
していると考えられています。 
　生活習慣病は症状がないことが多く、診療所を受診
してはじめて病気がわかる場合があります。症状がな
いのに、治療する必要があるのでしょうか？血糖、血
圧、コレステロールが高い状態が長い間続くと、血管
の炎症が原因でその内腔がせまくなり血流が悪くなる
ことで、脳梗塞や心臓、腎臓の病気になりやすくなり
ます。大きな病気を予防するためには、症状がなくて
も、生活習慣病は治療する必要があります。 
　医学の進歩は著しく、生活習慣病の新しい治療薬が
登場しています。１週間に１回の糖尿病注射薬（ＧＬ
Ｐ－１作動薬）は、糖尿病だけでなく、心臓、腎臓、
肝臓の病気も同時に治療できる可能性があります。多
くの薬の中から、患者さん一人ひとりに適した、より
安全な治療を選んでいくことが大切です。是非ご相談
ください。 

町のせんせい『健康ひとことコラム』 

『生活習慣と健康』 

第５９回 

マサキ・さくらい診療所　　 
櫻井俊治 先生 

内　　容 対　　象 受付時間 日（曜） 

一 般 健 康 相 談  

母子健康手帳交付 

す く す く 相 談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月 児 健 診  

7か月児のまんまクラブ 

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

3 歳 児 健 診  

一 般 希 望 者  

妊 婦  

乳 児 希 望 者  

幼 児 希 望 者  

R６.１月生の乳児 

R５.１２月生の乳児 

R５.９月生の乳児 

R５.６月生の乳児 

R５.４月生の乳児 

R２.１２・R３.１月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

８日（月） 

月～土 

８日（月） 
 

２４日（水） 

１６日（火） 

１０日（水） 

２４日（水） 

８日（月） 

１７日（水） 

保健センター4月定例行事予定 
（場所）保健センター 

＊ヒブ・小児用肺炎球菌・Ｂ型肝炎・ロタウイルス・
四種混合・水痘（水ぼうそう）・日本脳炎・二種混
合の予防接種は、接種間隔に気をつけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、接種期間が
１年間です。 
忘れず早めに接種しましょう。 
１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受
けましょう。 

予
防
接
種 

産婦健康診査費用 
を助成します 

助成対象 

助 成 額 

令和６年４月１日以降に 

受けた産婦健康診査 

産婦１人につき 

上限５,０００円×２回 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 
役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 

この広報紙は再生紙を使っています。 

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ ２４ 

ホームページアドレス　https://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 
駅前観光交流センター 
　川観光交流センター 
企 業 会 館  

町民のうごき 

令和６年２月末現在 

８，０６７世帯 
 

９，０１５人　 

１２人　 

人　口 
（前月比　－２７人） 

女 

死　亡 

１８，７２４人 
 

９，７０９人 

１７人 

 

世帯数 
（前月比　－１世帯） 

男 

出　生 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
妖
怪
ベ
ン
チ
全
２１
基
が
大
集
合
！（
令
和
６

年
３
月
末
時
点
）。
こ
う
し
て
並
べ
て
み
る
と
、

か
わ
い
い
も
の
、
勇
ま
し
い
も
の
、
怖
い
も

の
…
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
ね
。 

　
妖
怪
ベ
ン
チ
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
春
の

福
崎
町
を
巡
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で 

し
ょ
う
か
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

　
福
崎
町
・
神
戸
医
療

未
来
大
学
・
株
式
会
社

寺
尾
製
粉
所
は
、
昨
年

度
締
結
し
た
産
官
学
連
携
協
定
に
基
づ

き
、
町
特
産
の
も
ち
麦
を
使
用
し
た
新

商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。 

　
焙
煎
も
ち
麦
粉
を
使
用
し
た
ラ
テ
風

味
の
商
品
で
、
食
物
繊
維
を
た
っ
ぷ
り

含
ん
で
い
ま
す
。
牛
乳
に
溶
か
し
て
お

手
軽
に
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
混
ぜ
た
り
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
ふ
り
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で
す 

　
４
月
１
日
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
、
駅
前
・
　
川

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
文
珠
荘
、N

IP
P
O
N
IA

播
磨
福
崎
蔵
書
の
館

で
購
入
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
振
興
課
（
内
線
３
１
１
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
課
（
内
線
３
９
２
） 


